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	スライド番号 1
	スライド番号 2
	（その１）��災害精神医学分野・富田博秋・教授が金沢大学精神科・菊知充・教授との連携で、１月４日（木）１９時～能登地域を含む石川・富山・福井・新潟の精神科医・心理師さんを対象に北陸精神神経学会特別企画として「災害時に精神医療保健従事者がするべきこと、できること」というタイトルでオンライン講演会を緊急開催し、約１５０名の参加者があり、現地の状況の共有等も含めた情報、意見交換を行った。��日本精神神経学会の災害支援委員会（富田博秋・教授が委員長、同分野・國井泰人・准教授が委員）にて、被災地域の精神医療保健従事者や外部から支援に入る人への災害メンタルヘルスや災害救援に関する情報提供のための特設HPの立ち上げ、講演、研修、過去の災害の経験の共有の機会を提供するためのコーディネートに取り組む。��富山県立大学：呉修一・准教授（防災水工学研究室・元災害研教員）�災害研連携教員：森口周二・准教授他��
	（その２）��土木学会海岸工学委員会（R6年能登半島地震津波調査グループ）�https://coastal.jp/info/library/noto20240101/�（越村俊一教授，アナワット・サッパシー准教授，今村文彦教授）��土木学会・日本建築学会タスクフォース　土木・建築タスクフォース　災害連携作業部会�https://committees.jsce.or.jp/dkTF/�（今村文彦・教授、森口周二・准教授）��地震学会（越村俊一・教授他）��東北大学病院DMATと連携　連携教員：佐々木宏之・准教授、稲葉洋平・講師��熊本大学，信州大学，岐阜大学，防災科研のアーカイブの専門家と共同で、令和6年能登半島地震の記録を後世に残すべく，来年度中の完成を目処にデジタルアーカイブの構築を開始し、最終的に被災地の研究機関・自治体等に移管を予定�災害研担当教員：柴山明寛・准教授�
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